日本建築法制会議 第６７回 １０周年記念総会 議事録
日　　時　：　２０１３年５月２５日（土曜日）１２時～1５時
場　　所　：　東京都渋谷区千駄ヶ谷１－14－５　

千駄ヶ谷インテス「アルコ」Tel　０３－３７９６－３７７５　　　　　　   　               
    　　　　　　　　　　　　　　　JR中央・総武線　千駄ヶ谷駅　下車徒歩３分　
                 　　　　　　　　　　　　都営大江戸線　国立競技場駅 A4出口下車徒歩３分
出席者：７名（敬称略・50音順）　
大山  宏、竹川忠芳、平松朝彦、眞柄榮毅、室田達郎、山田利行、柳澤孝次、
◎主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）
○提出資料（柳澤孝次）

　：「日本建築学会　講習会」、2013年4月17日、建築会館：　《　期限付き建築物設計指針：
　 Recommendation  for  Design of  KIGEN-TSUKI  Buildings 》―仮設、恒久の仕切り撤廃、
建築主、設計者、安全管理者の責任明示―、建設通信新聞、２０１３年５月２日
※指針は「先端的研究成果および技術発展に基づいた新しい思想・概念を提示するための文書」

　　として位置づけており、「提案であり、現行法に合わない部分もあるが、法は後からついてくる」と
している。

⇒　祝！“期限付き建築物設計指針」！柳澤孝次さんの手づくり”３Ｌ（リキュール）“で乾杯！　
このリキュールは女性の美容と健康のために創ったものです。“びわ”を原料とし、“Liqueur of  Loquat for Lady”の頭文字から“３Ｌ”としました。アルコールのベースは３５％ですので、ロックでどうぞ！女性向きに多少甘味を優先しております。　なお、薬効としては腰痛、狭心症、風邪、咳止め、慢性腎炎などがあげられます。　　どうぞご賞味ください。
〇提出資料〈平松朝彦〉

　：「国立（くにたち）の秘密－日本の都市計画の父、後藤新平は国立と長春をつくった。」、
平松朝彦、2013年5月25日、
⇒“宇フォーラム美術館”（館長：平松朝彦氏）が国立市内にあります。どうぞご来館ください。
〇提出資料（真柄栄毅）
· 「日本建築法制会議１０周年記念事業」“メッセージ寄稿集〈案〉”の小冊子の作成に向けて
⇒　今後、会員の皆様とご相談しながら、具体的に小冊子の作成を検討していくことになった。
　：「国立近現代建築資料館パンフレット」
　　⇒　2013年5月8日〈水〉～6月14日〈金〉　開館記念特別展示

　　　　　　建築資料にみる東京オリンピック　1964年国立代々木競技場から2020年新国立競技場へ
※ http://www.bunka.go.jp/bijutsukan_hakubutsukan/shiryokan/kikak/talk.html
〇提出資料（辻　英一）

　：「世界の老後《「人生完了」自ら幕引き　オランダ、安楽死１０年で倍　反対も根強く》」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、朝日新聞、２０１３年４月１９日

　：「鉄筋の柱　地震に弱いズングリ型　危険大きい学校建築、」朝日新聞、１９７０年７月１２日
：資料回覧「　巨大災害に備える住宅の防災今なら間に合う！？我が家の防災対策！！」、
全日近畿・不動産フォーラム２０１２・in OSAKA」、開催日時　２０１２年１１月１８日

※　辻 英一氏がパネリストとして参加！《構造設計者から見た防災～既往の災害所見から～》

(社)全日本不動産協会、全日本不動産近畿流通センター
〇提出資料（大山　宏）

　：「「９６条の会」呼びかけ文」、2013年5月22日現在
　：「ドンキホーテの告発」、ＡＧＡＲＡ紀伊民報、2013年5月23日

　：「そもそも日米地位協定の本質って何？」、デイリーモーション動画、
　※　日米合同委員会組織図http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/usa/sfa/　、平成２４年２月現在
· 柳澤孝次さんより図書回覧
　《　本当は憲法より大切な「日米地位協定入門」〈《戦後再発見》草書〉　》、前泊博盛、
創元社、２０１３年３月１日
　：「技術士制度改革へ内容検討／現行に工程管理など追加／文科省が素案」、
建設通信新聞、2013年5月14日

　：「改正耐震改修促進法が成立／旧耐震建物に診断義務付け／容積率緩和の特例措置も」、

日刊建設工業新聞、2013年5月23日

　：「首都高改修に民間資金「空中権」売却を検討」、中国新聞、2013年5月8日
　：「国交省／官庁施設の木造耐火整備指針策定／場所や規模で要件整理、6月に指針も」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日刊建設工業新聞、2013年4月5日

　：「低層木造に整備指針／１時間耐火、４階建て可能／国交省」、建設通信新聞、2013年4月5日

　：「規制直前の開発で紛糾　武蔵野市　建築物高さ制限手続き中」、東京新聞、2013年4月16日

　：「都庁舎　バブル普請　建設費の半額かけ大改修」、東京新聞、2013年4月2日
　：「天井や照明、凶器と化す　揺れへの備えを　わがこと防災減災」、河北新報、2013年5月18日

　：「水の力利用、停電でも浸水防ぐ新システム　京大など開発」、朝日新聞、2013年5月21日
　：「シエスパ爆発：運営側に無罪　設計側は有罪　東京地裁判決」、毎日新聞、2013年5月9日
　：「淡路島地震：州浜橋の橋台に亀裂　幅は最大３．５センチ」、毎日新聞、2013年4月19日
　：「羽根、周囲に散乱　青山高原の風力発電所」、中日新聞、2013年4月8日
　：「噴火の危険度　難しい予知　原発新基準に対策義務化」、東京新聞、2013年5月8日
　：「超高層ビルをＭ９で揺らす実験・・・高さ３分の１で」、読売新聞、2013年4月19日
　：「“同志社の精神”回帰　礼拝堂、創建時の内装復元」、京都新聞社、2013年4月8日
　：「鉄筋やれんが造りの歴史建造物、京都市が建築基準法適用外に」、

京都新聞社、2013年5月23日
　：「世界遺産へ九州勢競う　産業遺産群・協会群、推薦枠１件」、　朝日新聞、2013年4月24日

　：「2013年度入学式　諏訪学長による式辞」、東京造形大学・お知らせ＋ニュース

　：「国交省／「適判」制度の見直し着手／社整審部会に方向性提示、仮使用承認も議論」、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日刊建設工業新聞、2013年5月3日

　：「効率的かつ実効性ある確認検査制度等のあり方の検討」、国土交通省、
· 社会資本整備審議会　建築分科会　建築基準制度部会委員名簿

· 構造計算適合性判定制度に対する設計者等の主な意見
· 効率的かつ実効性ある確認検査制度のあり方の検討

· 第５回建築基準制度部会後の委員意見について
：「平成25年度 建築基本法制定準備会総会の開催、
　　 　日　時 ： 平成25年6月15日〈土曜日〉14時30分開会
　　　　　　　　　　　場　所 ： 建築会館　３０１・３０２会議室

　　　⇒　出欠連絡は6月13日(木)必着！

